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そ の ３　 伝 統 的 住 宅 地 域 に お け る 家 庭 清 掃 （ 備 中 吹 屋 の 場 合 ）
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註）
目 的　 前 報 に 引 き 続 き 、 伝 統 的 住 宅 地 域 に お け る 家 庭 内 清 掃 の 実 態 を 通 し て 、 家 庭 内 清

掃 の 変 容 の 様 子 や 要 因 及 び 住 宅 や 住 宅 地 に ふ き わ し い 合 理 的 な 清 掃 方 法 を 知 り 、 そ の 中 か

ら 現 在 の 住 宅 や 住 生 活 に ふ き わ し い 清 掃 方 法 を 考 え よ う と す る も の で あ る 。

方 法　 江 戸 末 期 に は ベ ン ガ ラ 、 そ の 後 銅 山 の 町 と し て 栄 え た 吹 屋 の 伝 統 的 景 観 を 残 す 住

宅 を 対 象 に し 、 ① 住 宅 の 平 面 図 採 集　 ② 住 戸 内 観 察　 ○ 主 婦 に 対 し て 面 接 、 関 取 調 査 を 行

な っ た 。 清 掃 内 容 は 日 常 清 掃 の 方 法 、 鳩 所 、 人 、 所 要 時 間 、 時 間 帯 、 消 掃 用 具 な ど 特 別 清

掃 方 法 及 び 清 掃 に つ い て の 考 え 方 な ど に つ い て で あ る 。 調 査 時 期 は 、1986 年 ５ 月 。 調 査 対

象 家 庭 ６ 件 で あ る 。　　　　　　　　　 註)    ( i

結 果　 Φ 毎 日 行 な わ れ て い る の は 汚 れ が 目 立 ち や す い 便 所 を 中 心 に 水 拭 き で あ る 。 特 徴

的 な の は 玄 関 の 格 子 を 水 拭 き で 、 庭 掃 除 を こ ま め に 行 な っ て い る 。 家 族 が よ く 使 う 台 所 、

茶 間 も 毎 日 す る 所 と 、 週 １ ～ ２ 回 の 所 が あ る 。 毎 日 す る の は 大 家 族 の 家 庭 で 、 子 供 が い る

が 後 者 は 老 夫 婦 な ど の 老 人 世 帯 で あ る 。 ② 掃 除 の 時 間 帯 は ８ 時 頃 か ら ９ 時 、 ９ 時 か ら11 時

頃 が あ て ら れ る が 、 日 中 に や っ て い な い 所 も あ る 。 商 家 が 多 く 仕 事 の 都 合 で や り く り し て

い る よ う で あ る 。 ｅ 床 上 用 の 清 掃 用 具 は 掃 除 機 、 塀 、 は た き 、 雑 巾 な ど で あ り 、 そ の 置 場

所 は 各 家 庭 に よ り 差 が 見 ら れ る 。 使 う 場 所 の 近 く に 置 い て い る 場 合 が 多 い 。 ＠ 掃 除 を 主 に

し て い る の は 主 婦 で あ る 。 戦 前 ま で は 使 用 人 が 中 心 。 ⑤ 特 別 清 掃 は 大 掃 除 で あ る が 、 畳 上

げ 、 床 下 清 掃 を40 年 代 ま で 行 な っ て い た が 現 在 は 行 な っ て い な い 。R 家 庭 清 掃 は な る べ ぐ

し な い よ う に と い う 考 え 方 も あ り 、 家 族 の み で 行 な っ て い る 。


